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[要旨]
本研究の目的は、アルゼンチンの事例を通し、デザイン分野におけるソーシャルネットワークの機能や効
果について社会的な持続可能性の観点から評価するとともに、その分析を基に、今後のデザイ ン活動にと っ
ての可能性や政策的課題を、文化資本のコンセプ トを援用 しながら明らかにすることである。中南米、中で
もアルゼンチンは、新自由主義経済改革により、 経済危機、 社会的崩壊の被害を最も被った地域である。経
済的社会的荒廃の中で、再生の原動力となったのは、ネッ トワークを活用したデザイン関係活動や社会的な
問題解決のためのデザイン活動であった。このようなアルゼンチンのソーシャルネットワークを通したデザ
イン関係活動は、深刻な社会問題や新自由主義経済システムへの不信、市民社会運動などを背景に、ソーシ
ヤルネ ットワーキングサービスの活用などと リンクし、デザイナー起業や学術的交流、 市民社会との連携な
どダイナミックな動きや変化を作 り出しており、持続可能な社会システムの形成に寄与していると考えられ
る。本事例は、今後のデザイン活動の可能性とその政策のあり方を検証するものである。
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[abstract] 
The aim of this paper is to appreciat巴th巴functionand the巴f巴ctof th巴socialnetwork in the d巴signfield through the 
Argentina cas巴fromthe perspective of social sustainability. It also aims to show the possibilities and the political chal-
lenges of design activity on the basis of the analysis by quoting th巴conceptof cultural capital. Latin America， particu-
larly Argentina， is the Iちgionthat suffered the most damage from economic crisis and social colaps巴du巴toneo-liberal-
ism economic reform. Inth巴巴conomicaland social degeneration that folowed th巴colapse，it was the design-related 
activites that had a social objective and social networking that served as an engine for r巴cov巴ry.The design-related 
activites through social networking inArgentina， has created dynamic movement and change， such as designers entr巴-
preneuring， academic exchange， articulation with civil society and so on. These， linked with utilzation of th巴 social
論文は、複数のレフェリー と編集委員会による査読を受けたものである。
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networking s巴rvice，against the background of serious social problems， distrust inthe neo-liberalism economic system 
and the mov巴mentof civil society， contributed to the formation of a sustainable social syst巴m.Th巴Arg巴ntl1acase verト
fies the possiblities of design activity ancl the way of the policy for th巴future.
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Design， Activity， Social Network， Civil Soci巴ty，Cultura1 Capital， Social Capital 
I.はじめに
グローパリゼーションの深化、新自由主義経済の浸透は、途上国にも先進国にも経済格差や失業、貧困、
環境破壊など、様々な問題を生み出している。社会問題の深刻化は、社会を不安定にさせ、社会システムに
おける持続可能性を後退させている。現在までの経済成長を目的とするパラダイムの中で、デザイン 1I活
動は、売れる製品を生み出すための技術として、主に一部の企業の利潤追求に貢献してきた。 しかし、この
ような経済主導型のデザイン活動自体が環境的持続可能性を脅かすと同様に、社会的な問題を生み出してい
るという認識が関係者に広がり、社会的にも持続可能となるデザイン活動への方向転換の必要性を認識させ
るようになっている。つまり、今後のデザイン活動において、社会的な側面を含むより広範な持続可能性を
考慮、した観点が重要となり、そのための新たなデザイン活動モデルが求められているのである。
事例として取 り上げたアルゼンチンは、新しいデザイン活動の活発化が見られる国の一つであり、本研究
で注目するのはデザイン関係者によるソー シャルネットワーク 2'(以下ネ ットワークと表記)を通した活動
である。アルゼンチンは、 植民地時代からの格差を代表とする社会的経済的構造上の問題を抱え、新自由主
義的な経済政策の影響により、失業、経済格差の拡大、社会的排除など社会問題が深刻化した地域として有
名である。 しかし一方で、、社会的経済引 を含む新自由主義経済へのオルタナテイブな実践や、 社会運動、
市民社会セクター 41による活動などの活発化をもたらした地域でもある。このような状況やICTの発達を背
景に、デザイン関係者の多くが、自的に応じたネットワークを構築しながら、市民社会や社会的経済の実践
と連携したデザイン活動、デザイナーによる起業、学術的交流、デザイン活動やその政策に関する議論など
を活発化させている。ネッ トワークにより促進されているこれらのデザイン関係活動は、この国や地球規模
の社会的な持続可能性を高める重要な要素となっており、また同時に文化的にも意義のある活動になってい
ると考えられるのである。
本研究は、アルゼンチンの事例を通し、デザイン分野におけるネ ットワークの機能や効果について社会的
な持続可能性の観点から評価するとともに、その分析を基に、 今後のデザイン活動にとっての可能性や政策
的課題を、文化資本のコンセプトを援用しながら明らかにすることを目的としている。アルゼンチンにとど
まらず、デザイン関係者のネッ トワークは、ウエブ2.0などの活用を通して、急速に広がっていると考えら
れる。 しかし、事象が先行する中、デザイン活動にと ってそれがどういう意味を持つのかなどの実証研究が
遅れているのが実情である。ネットワーク自体の有効性については先行研究での議論が様々あるが、デザイ
ン活動やその政策のあり方を考える上でネットワ クー がどのような意味を持っているのかについての先行研
究は、特に日本ではほとんど見当たらないと言える。事例は、デザイン政策はもちろん、今後の地域開発政
策、都市政策を考える上でも、新しい視野や可能性をもたらすものと考えられる。
H.先行研究と考察の理論的枠組み
デザイン活動におけ るネッ トワークの活用については、ブエノスア イレス大学 (UBA:Universidacl 
Nacional de Buenos Aires)建築・デザイン ・都市計画学部 (FADU:Facultadde Arquitectura， Diseno y 
Urbanismo)工業デザイン学科のBeatrizGalan教授の実践 ・研究が存在する。Galanは、地域開発や社会開発
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を目的としたデザイン活動を社会に定着させるための研究・実践プロジェク トを実施している。プロジェク
トは、 NGOやミクロ企業に対するデザイン技術の移転や支援を通し、市民社会の諸組織との連携関係を形
成するものであり、社会的経済のセクターにおけるデザ、インマネージメン トモデルの開発や専門教育の新た
な方向付けも目標とされてきた。枠組みとして、「シナリオとしては技術変革、メソッドとしては参加型ア
クションリサーチ、目的としては内発的発展、文化的リーダーとしてのデザイナ一、複合システムとしての
地域、そして、新しい生産ユニッ トの支援を容易にしつつ多様性に挑戦するための装置としてのネッ トワー
ク5Jを前提としている。取り組みの背景として 170年代のアルゼンチンの工業化の失敗には内発的な生産
開発のプロジェク トを欠いていた」こと、「イノベーションと理解されていたのはフォーデイズム型開発の
模倣効果であったjこと、「職人のネ ットワークは破壊されJ、「経済危機後には多くの市民が新しい生産力
としてではなく、生活保護の対象と見なされていたjこと、「社会的分裂のプロセスは、地域の問題として
受け取られ、生産力に害を与え、 社会的関係資本や知識資本の形成を弱める、システムにおけるアクタ一間
の信頼の欠乏の現れであった」などの認識が存在する 6)0 Galanは、デザインプロセスをイノベーションプ
ロセスとして見なしており、 イノベーションを成立させるには、市民社会を始めとする様々なネッ トワーク
が不可欠であると指摘している 7)。デザイン分野におけるネ ットワーク活用の重要性への認識は、社会的弱
者による生産活動など個々のプロジェクトを支えただけでなく、彼女自身の教育 ・研究のあり方を変えるこ
とにもつながった。Galanは、さらにプロジェク トを発展させるため、同じようなデザイン活動の実践 ・研
究をしている研究者間の情報を共有、交流するための国を超えたネットワーク RED8) (Registro de 
Experiencia de Dis巴目。 :デザインの経験の記録所)をウエブサイ ト上に創設している。
Galanはまた、地域開発や社会開発を目標とするデザイン実践において、「私たちのプロジェク トの一番重
要な目的は、生産構造の再構築に変化していき、社会的経済セクターのサパイパルのイニシアテイブとの連
携を模索した。生産文化の普及による社会的テーマの再構築、つまり社会関係資本の形成に貢献することが
目的となったわ。Jとして、デザイン活動を社会関係資本の形成に貢献するものとして位置づけている。社
会関係資本という概念は、パットナムを始め、 1990年代より研究テーマとして急速に広ま った概念であるが、
ラテンアメリカにおけるその役割の重要性を示唆する研究も多い)0'。また、世界銀行のソーシャルキャピタ
ルイニシアテイブなどが示すように、持続可能な発展に不可欠な要素としても捉えられている。さらに、市
民社会との相乗効果なども指摘されている )1'0 Galanは、社会関係資本の形成を目指し、デザイン支援・実
践におけるネッ トワーク、研究・実践促進のためのネットワークという 2重のネットワークをすでに活用し
ているが、近年は、ウェブ2.0についての共同研究)2)をするなど、ネ ットワークの働きを強化する研究を続
けている。Galanの研究 実践は、社会的な持続可能性の観点から今後のデザイン活動のあり方を考察する
上で、重要な手がかりになると考えられる。つまり、市民社会活動やICTを背景としたネッ トワークによる
デザイン活動が、社会関係資本の形成を通して、持続可能性の構築に貢献する要素となる可能性を示唆する
ものであると考えられる。
持続可能性という概念とデザイン活動の関係を分析するにあたってさらに有効と考えられるのが、文化資
本という概念である。文化経済学の第一人者であるデイビッド・スロスピーは、フソレテーューとは異なって文
化経済学の理論フレームから文化資本という概念を規定し、これと持続可能性131との関係を議論している。
スロスビーが指摘した、持続可能性に対する文化資本の「世代内公平の原理」は、「所得階層、所得グルー
プ、地理的カテゴリーなどの観点から見た、文化資源および文化資本から得られる利益の公正なアクセスに
関する現代の世代の権利を主張するもの)41Jであるが、文化資本が公平に活用されたり享受されたりするこ
とで、社会システムの持続可能性が高まることを示している。デザインを文化資本として把握すれば、文化
資本としてのデザインは、デザインされた製品として、経済的価値を生む有形の文化資本としてのイメージ
が強い。しかしデザイン活動を無形の文化資本として見るとき 151、例えば、利潤追求のため大量生産 ・消費
型の経済活動としてのシステムをつく っている場合と、社会問題の解決のために、 NGOなどとネットワー
クを組みながらのデザイン活動を行っている場合とでは社会システムへの影響が大きく変わる。つまり、大
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企業や先進国だけがデザイン活動という無形の文化資本を行使し思恵を受けるのではなく、デザイン活動の
享受者が一部の恵まれた人だけではない社会的状況を生み出すことが、社会システムの持続可能性につなが
るということである。このことは、デザイン活動自体が公平や公正といった原理に依拠することによって、
社会的な面で持続可能性を創出できることを示唆するものである。公正さや公平さは、民主的で安定した社
会を構築するための重要な観念であるが、デザイン活動という無形の文化資本を公平に活用、享受できるこ
と、つまり、デザイン活動を民主的に活用できることが社会的な持続可能性を高める要素のーっと考えられ
る。
社会関係資本の概念やネッ トワークとの関係については、 社会学、政治学、組織論な どですでに様々な研
究が存在する。社会関係資本と文化資本や創造資本との関係についてもブルデューなどの議論が存在する。
しかし、本研究では、 Galanの研究 ・実践の成果を踏まえ、スロスピーの文化資本の概念を基に、これらの
研究とは異なる理論的枠組みから、デザイン活動のあり方について、 社会関係資本や社会的持続可能性との
関係において考察を試みる。
il. アルゼンチン・ブエノスアイレスの現状と課題
アルゼンチン 161は、 70年代後半と90年代の 2度にわたる新自由主義的経済改革を実施し、他のラテンア
メリカ諸国の中でも極端な通貨 ・金融危機、対外債務危機に陥った国である。特に2001年末には、反政府暴
動などによりブエノスアイレス市中が争乱状態となり、短期間による複数の大統領の交代劇など政治的危機
も発生した。翌年には、失業率、貧困率が史上空前の悪化を記録した 171。新自由主義的経済改革は、それま
での大土地所有制度、不平等税制、特権層の過剰者修消費、外国資本の過度の影響などの構造的問題を温存
させただけでなく、さ らに失業 ・貧困の増加、格差の拡大、 社会保障の後退などの問題を生み出していった
のである。このような中で、広がりを見せていったのは、社会運動や市民社会組織によ る活動である。 1995
年以降、 トルエケ (Truequ巴181)、ピケテーロ (Movimientod巴Piqu巴t巴rosl川、カセロ ラッソ (Cacerolaz020J)、
アサンブレア (Asambleasbariales21) などに代表される社会運動や抗議活動がアルゼンチン全土で活発化し
ていったのである。2003年の大統領選で反新自由主義政策を掲げて当選したキルチネル政権は、それまでの
ペロン党(正義党)の枠組みを超え、社会運動組織との協調を重視することになった。現フエルナンデス政
権 (正義党 ・2007年-)も、同じ路線を踏襲している。
2003年からは、農畜産物の輸出の好調もあり、グローパル金融危機の影響を受けた2009年を除いて、 GDP
成長率はほとんど8%以上を記録した。2010年の一人当たりのGDPは9138ドルとなり、 2001年の経済危機以
前以上の水準に回復している。また、失業率や都市貧困人口比率なども2001年の経済危機以後は改善されて
きている(図 1、図 2参照)。但 し、ジニ係数では、 1999年の0.542から2006年に0.510221と少しの改善は見
られるものの、他国と比べれば、格差の構造は歴然としている。一層の社会開発が望まれていると言える。
また、アルゼンチン経済は現在好調であるものの、長期的には農産物だけに頼らない経済開発が必要であり、
産業の多角化が望まれる。
アルゼンチンはまた、ラテンアメリカの中でも突出した都市への人口集中231が見られる国であり 、都市
化が急激に進んだ地域でもある241。アルゼンチンにおける都市への人口集中化は、イ ンフォーマルセクター
の肥大化をもたらし、貧困問題をはじめとする様々な社会問題をもたらした。大ブエノスアイレス圏は一千
万人の人口を抱えている。ブエノスアイレスは、経済、文化の中心である一方で、都市問題の深刻な地域で
もあった。アルゼンチンにおいて、市民社会主導の地域 ・社会開発は、都市における社会排除や貧困など社
会問題を民主的かつ柔軟に解決する上で重要な動きとなっている。
ブエノスアイ レス市のマク リ市長 (共和国提案党 ・2007年-)は、 2001年の経済危機によって立ち上がっ
た市民社会組織の自らの活動をき っかけに政界進出を果たした。様々な社会問題の解決を目指す上で、ブエ
ノスアイ レス市政においても市民社会組織の存在を無視することはできない状況となっている。2011年の市
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の社会開発課予算11億9712万8500ペソの内訳において、市民社会強化部署の予算は、 1億3711万9647ペソ
(約360万ドル)で、第3世代(高齢、世代)部署の 1億5646万4415ペソなどと 同等の規模となっている2九ま
た、近年ブエノスアイレス市では、特に創造産業の振興に力を入れている。2008年の市経済における創造産
業セクタ _261の貢献率は、建設 (6.32%)、ホテル ・レストランサービス (4.99%)などを抜いて、8%であ
った2九 2008年の同セクターの付加価値は175億3500万ペソ(約47億万ドル)にな り、 2002年から2009年に
かけての輸出額においては、 4億3700万ドルから23億3500万ドルへと、 5倍の成長を見せているお)。また、
同セクターは1990年から2009年にかけて、新たに 6万人以上の雇用を生み出している。市の2011年度予算に
おいて、経済開発課予算3億8222万5320ペソの内、創造産業課の予算は952万2000ペソ(約260万ドル)とな
っている四)。 ブエノスアイレス市の経済的発展にとって、創造産業の振興は重要課題であるが、同時に社会
問題の解決や社会包摂など、社会的発展も重要課題となっており、今後の持続的な社会形成のためには、両
者を結びつけていく手だてが望まれていると言える。
74 創造都市研究第7巻第 1号(通巻10号) 2011年6月
N.デザイン活動を取り巻く状況
近年、ラテンアメリカでは、産業政策におけるデザイン活性化の必要性を認識し、それぞれの国や地域で
デザインに関する政策やプログラムが数多く見られるようになっている。アルゼンチンも例外ではなく、国
家によるデザイン振興を行うようになっており、デザイン活動の活発化が市民にも注目を集めるようになっ
ている。
1 .中央政府によるデザイン政策
2003年産業省産業局に、産業競争力の新しい重要ファクターとしてのデザインを振興させる目的で、国家
デザイン計画 (PND:Plan Nacional de Dis巴自03川の政策が導入された。製造分野でのデザインの推進、デザ
インネッ トワークの開発、 研修やイベン ト組織化のプログラム開発、国家デザイン計画自体の制度的強化が、
その中身である。デザインネットワークの開発については、デザイン会社、 教育機関、各地域などを網羅し
た、オープンで、連携的、非競争的な水平的構造の構築を目指しているのが特徴となっている。 PNDのウェ
ブサイトには、研究論文も掲載されており、どのような議論や研究がなされているのかがわかるようになっ
ている。
国立産業技術研究所 (INTl:Insutituto Nacional de Tecnologia IndustriaP") は、国のデザインプログラムを
実施する機関である。 町Tlによるデザインプログラム:Prodise白0は、連携、研修、情報、ネッ トワーク 、研
究の分野で実施されている。 INTlのウェブサイ ト内の「デザインを話しながら」というページでは、地域開
発、産業におけるデザイン、 社会開発、サステイナブルデザイン、歴史、マテ リアルとプロセス、ユーザビ
リティと人間工学、イノベーションの項目別に研究論文・事例が掲載されている。多様な分野のスタッフを
集めるなど人員が刷新され、デザインの統計、数値化の取り組みもされるようになっている。回全体のデザ
インセクターの国内総生産に占める割合は、 2004年の0.40%から2007年の0.44%に増加しているめ。
2. ブ工ノスアイレス市のデザイン政策やデザイン活動の現状
ブエノスアイレス市は、デザイン活動の中心地であり、圏内のデザイン活動のほとんどがここに集中して
いる。ブエノスアイ レス大学では、デザイン ・建築関係
学生が 1万4000人在籍し、 他に私立デザイン教育機関が
30校以上存在する。ブエノスアイレス市は、 2005年、ユ
ネスコの創造都市ネットワークのデザインシティに認定
された3九 市は、デザイ ン、文化産業、観光の分野が
GDPの17%、雇用の16%を担い、国のアパレル産業の 5
割、文化産業の 8割がここに集中している 3川。デザイン
振興の拠点として、 2000年に市文化局文化産業課の管轄
下お}にメ トロポリタンデザイ ンセンター (CMD: Centro 
M巴tropolitanod巴Dise白0361(写真 1) )が創設されている。
市では、 CMD、イ ンキュベータ一、デザイン フェアのイ
ンフラ構築のために、 2520万ドル (約25億円)の公共投
資37が行われた。CMDは、インタラクテイブ・デザイン、
製品、ファッション、戦略的デザイン、デザイン ・イノ
ベーション研究所 (lMDl)、企業インキユベ ーター
(IncuBA)、Dor巴goデPザイ ンフェアなどのエリアで構成さ
れており 、 年間250万ドル(約 2 億5000万円)の予算3~ 1 が 写真 1 メトロポリタンデザインセンタ一
組まれている。デザイン主導型産業である衣類、履物、 (2010年12}-J筆者撮影)
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皮革製品のブエノスアイ レス市の総生産額は、 2003年から2008年にかけて倍増し、約84億ペソ (22億ドル)
に達している39) (図 3参照)。さらに近年、公共空間の向上を目指した都市プロ ジェク トなど、デザイナー
や建築家を巻き込んだ活動が多く見られるようになっている。ピュアデザインフ ェアでは、300のブースが
開設され、8万人が訪れた，)01。プロダクトエリアにおけるメガイベン トとして、BAND(Buenos Aires 
Negosios de Diseno :ブエノスアイレス・デザインビジネス)が開催されている。2010年10月には、『国際デ
ザインフェスティパル』が開催され、ヨーロッパ、ラテンアメリカ、南アフリカのデザイン展示やユネスコ
デザイン都市サミッ ト オープンパネル他様々な催しが行われた。
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Cコ服飾四割、庄革製品セクターの輯生産額(ベソ)I 4，118，221，911 
-骨ー 服師、置物、皮革製品セクターにおける雇用【人)I 19，482 
図 3 服飾、履物、皮革製品セクターの総生産額および雇用
(，']~所 Ciudad de Buenos Aires [2010J “Anuario Estadistica 2009" ， Buenos Airesをもとに作IJX)
3. ラテンアメリカ地域におけるデザイン振興状況
ラテンアメリカでは、地域連携におけるデザイン振興活動も盛んになっている。ラテンアメリカデザイン
協会 (ALADI:Asociacion Latinoamericana d巴 Dis巴日0"11) は、 1980年に中南米17カ国によって創設され、アル
ゼンチンに事務局を置き 、振興活動を行っている。アルゼンチンが参加するMERCOSUR (南米南部共同市
場)においても、ユネスコの協力で家具デザインのコンクール、文化産業振興の取り組みが実施されている。
また、 2008年、マドリッドのデザイナー協会の後援で、イベロアメリカデザインのビエンナーレ展 (マドリ
ッド)が始まった。2010年12月に開催される第 2回ビエンナー レでは、デザインの社会的側面を強調した、
貧困、社会的排除に対するデザインのアイデアが募集されている。後述するように、国を超えた学術的交流
も増加している。
v.デザイン関係活動におけるネットワークの展開
中央政府や都市レベルによるデザイン政策の推進、デザイン産業、デザイン活動の活発化が見られるアル
ゼンチンの中で、近年、株々なタイプや目的のデザイン活動に関わるネァ トワークの存在が目立っている。
ここでは、ブエノスアイレスを中心に進んでいるデザイン関係活動のネットワーク化について社会的持続可
能性を高めるものとして注目し、いくつかの事例を取り上げ、その目的や内容について見てい く。 事例につ
いては、現地でのインタビューによる調査を中心に、現地での入手資料や他のラテンアメリカ諸国のデザイ
ン関係者への取材や当該ウェブサイトにおける説明などを基に記述した。
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①RED 
REDは、ブエノスアイレス大学 ・建築・デザイン ・都市計画学部のBeatrizGalan教授を中心とした実践的
研究 (fnvestigacionAccion :アクションリサーチ)の学術交流ネッ トワークである。 1989年頃から、スイス
の大学との協定を発端として、市民社会組織、政府プログラム、ミクロ企業関係へのデザインの技術協力を
行っていた。 1999年から2003年までは、地域・ 社会開発を 目的とし、社会的経済や市民社会と連携したオフ
ラインのパイ ロットプロジェク トと して展開していたが、 2004年からブエノスアイレス大学の科学技術プロ
ジェクトの資金を得て、デザインの技術支援の経験の交流を促進するためのプラッ トフ ォームとしてウェブ
上にREDを創設し、ネッ トワークを通してプロジェクトを発展させるようになった。
代表研究者としては16人程度であるが、学内では 4つのゼミ、国レベルでは 9つの研究、イベロアメリカ
レベルでは 8つの研究連携ネットワークを形成しており 、ウェブサイトには月7000件のビジタ一、 5GBの
ダウンロードがある42)。実践経験は、「小規模生産におけるデザインJr社会的起業のためのデザインJr環
境マネージメントのためのデザインJr参加的デザインJrデザインと工芸Jr地域開発とデザインJrイノベ
ーションマネージメントJr新しいテクノロジーJrデザイン トランスファーのネッ トワーク」の研究項目に
分かれ掲載されており、ネッ ト上で誰でも閲覧できるようになっている。実践例には、政府基盤省のスラム
改善プログラムとの連携で行われたインタラクテイブ模型やピク トグラムの開発、ブエノスアイレス市社会
開発局の「私たちの仲間 (NuestrasFamjliares) Jプログラムとの連携の簡易庖舗の提案、社会的企業の製品
開発への協力、宗教NPOカリタスとの連携で行われた編み物工芸のワークショップ、社会開発省の募集によ
りマノスデデルタ協同組合と一緒に行った工芸生産ラボの実施、ブエノスアイレス市の社会プログラムの技
術的支援活動、セラピーサービス、病院、社会的企業などと連携した障害者による生産活動への協力'13)な
どがある。プロジェク 卜での連携は、国立陶芸研究所、大統領府文化局アルゼンチン伝統工芸市場、
Proclis巴自o、パッケージ研究センタ一、エクアドールの皮革商工会議所やメ トロポリタンデザイン研究所など
の公的機関 ・プロ グラムから、ミク ロ企業、社会的企業、NGO、生産協同組合、財固まで多岐にわたって
いる。
②Foro de Escuelas de Diseno 
Foro cle Escu巴lascle Diseno (デザイン教育機関フォーラム441)は、ラテンアメリカ ・ヨーロッパのデザイン
教育機関による学術交流のネットワークである。2006年、私立のパレルモ大学デザイン・コミュニケーシヨ
ン学部45)主催によるラテンアメリカ ・デザイン ・エンカウンター「デザイン・イン・パレルモ」において
創設された。フォーラムは231機関、 319人で構成される国を超えた大規模なネッ トワーク を持っており、研
修、連携、経験の交流を 目的とする毎年↑直例のエンカウンターでは、ラテンアメ リカとヨーロッパの20カ国
以上から8000人近くが参加している。デザイン・コミュニケーション学部によって運営されているフォーラ
ムは、 OscarEchevarria学部長が代表者となっているが、フォーラム(エンカウンター)のみを担当するコー
デイネーターがいて、その企画運営に当たっている。ネッ ト上で様々な情報や資料を提供する他、半年毎に
エンカウンターの成果“Actascle Diseno"も出版されている。第2回エンカウンターでは「デザインと社会」
「デザインと経済Jrデザインと教育JrデザインとアイデンテイティJrデザインとテクノロジーJrデザイ
ンと認識論」の委員会に分かれ、発表が行われている。例えば2009年のエンカウンターの発表内容には、
ALADI会長PaoloB巴rgoll1lによるコミ ュニテイ活性化のトトラ プロジェ クト、 INTIデザイン部署長である
Raqu巴IArizaによる社会的経済と連携したサステイナブルデザインのプロジェクトなども含まれている。
2010年、第 5回エンカウンターでは、この取り組みからは初めてのラテンアメリカデザイン教育の学術団体
が誕生した。学術的ネ ットワークではあるが、誰でも参加でき、参加費は無料である点も特筆すべき点であ
る。また、学生、卒業生によるデザイン製品の展示販売の 「私たちのデザインフェア」や、パレルモ地区の
120のブランドが参加する 「良いデザインはバレルモにある」のイベントなど、エンカウンターと同時開催
することによって、地域やデザインコミュニティの活性化に貢献している。大学関係の学術的ネットワーク
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としてはイ也に、 DiSUR46)、InfoDESIGN47)などカfある。
③Dise而oClub 
Diseno Club (デザインクラブ'181)は、工芸的な製品作りをしているラテンアメ リカのデザイナーの紹介や
取引を主な活動にしたネットワークである。アイデア意見の交流、デザインの仕事の募集の情報提供など、
多目的な場もインタ ーネッ ト上に提供している。デザイナーの作品展示・販売を推進する目的で2003年創立、
200人の構成員によって運営されている。 2001年の経済危機によって仕事を失い一人で活動していたデザイ
ナーたちを見て、ネットワークの必要性を認識したAng巴lesB巴hoteguigaが中心になって創設した。創設にあ
たっては、とにかく 仕事を創出することを第 1の目標にした。デザイナーとユーザー・ 消費者との強い結び
つきを第一にしており、 本当に興味を持ってくれるクライアン トひとりひとりにそのデザイン製品を届ける
媒介となっている。アクセサリ一、パッグ、オブジェ、子供用品、男-女性服、ランジエ リー、 編み物、靴
などを取り扱っているが、品質の レベルを守るため、面接を行っている。オリジナルであることを重視し、
類似した製品は提供しない仕組みを維持している。参加している個々のデザイナーは、その製品を展示し、
販売するためのオンラインスペースをそれぞれ所有するとともに、独立ク リエータ一、大学生、生産者、デ
イベロッパ一、起業家、商庖経営者、観光者、デザイン愛好家などとのつながりを生み出している。クライ
アントにはヨーロッパの愛好家も含まれている。ユーザーに対しては、イベン トや、注目デザイナ一、製品
見本、推薦サイ トなど、デジタルニュースレターを送るなどの他、デザインや写真などのサービスも提供し
ている。サイ トでは、デザイナーのインタビュー記事も掲載され、デザイナーの考えや姿勢がわかるように
なっている。また、ネットだけでなく、フェアへの参加やショールームでの展示販売も行っている。今後は
地方での販売を目指しており、構成員に対しては、少数グループでの交流も計画されている。オンラインで
は、 CMD、パレルモ大学、後述のCreatividadeticaなど30以上のリンクを持っている。また、ラテンアメ リ
カ・デザイン -エンカウンタ -2010へ参加し、その活動について発表している。他に独立デザイナ一関係で
は、 DISENOpara VOS (あなたのためのデザイン'191)、 BelivingFasluon Day (ビーリビング・ファッションデ
一日，)などがある。
④Contenidos de Dise而o
Contenidos de Dise白o (デザインコンテンツ 511)は、 2009年につくられたデザイナー起業家連合
(Asociacion d巴 Dise白川or巴sEmprendedores)で、 30人のデザイナーで構成されている。その多くがCMD主催
のDOITegoテ'ザ‘インフェアに出品参加し、そこで知り合ったメンバーである。民主、自主、非利益を原則に、
集団的包摂的な社会・経済開発や、自立的持続可能性を持った運営を目指し、量販回路によらない、独自の
工芸的な製品を提供するためにネッ トワークを形成している。起業家デザイナーの包摂、協同組合的なシス
テムのも とでのデイベロッパーやクライアントと連携した仕事や輸出戦略などのネッ トワークを倉IJ出 維
持、制限された消費による民主化、フェアトレードなどエコロジ一的社会的にも責任を持った製品づくり ・
販売を通して責任感ある消費者をつくっていくこと、社会的企業や協同組合、 NGOなどとの連携などが具
体的目標となっている。最初は、デザインフェアを開催する場を創出するため、何人かのデザイナーが工房
に集まることで活動が始ま った。それまではデザイナ一同士話し合う機会がなかったが、 一緒にいることで、
独立して仕事をするための様々な課題が「グループセラピー」のような形で議論されるようになった。投入
物の購入、デイベロッパーとの交渉、予算の割当、イミテーションの出現への対応など、ほとんど皆同じ問
題を抱えていることがわかった。経験の交流、工芸家、デイベロッパーやクライアントとの団体交渉、生
産・販売および研修スペース、プロモーションウェブサイトなどが、ネットワークによって生み出されてい
る。また、共同での物資購入、設備の共同活用などによる経費の削減、共同でのアイデア創出、集団である
ことにより、テーマによるコ レクションのイベントを計画することができるなども利点となっている52)。
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⑤FOROALFA 
FOROALFA (アルファフォーラム53) は、ウェブサイトを主要対象とするデザインの理論的、イ デオロ
ギー的内容に関する議論の場を提供するネッ トワークである。アルゼンチンのグラフィックデザイナー
Luciano Cassisi、RaulBellucciaを代表として創設された。ラテンアメリカ、スペインの執筆者213人によ って
運営されており、アルゼンチンを中心として、世界中に 5万人近い登録者を有している。2005年よりウ ェブ
サイトでは毎週新しいニュースや記事などが提供されているとともに、 記事、デザイン事例、デイベートな
どのコーナーで構成され、登録者は誰でも議論やコンテンツの創出に参加できるようになっている。記事は
技術的、方法論的なものではなく、デザインとそれに係る社会生活、文化、独自の教育、専門実践について
の理論的なものやイデオロギー的な内容のもの、デザイン事例は、解決方法の新規性、高い品質のもの、文
化的、社会的、技術的に優れた価値を持っているものを対象としている。例えば、 2010年7月26日のデイベ
ートのコーナーでは33種類のテーマが掲載されており、「デザインとは何かJIデザインはアートかJIデザ
インは独自の目的を持っているか」など哲学的、倫理的な内容についてのものから、「デザインの価値を高
めるために何をすれば良いか (143の意見あり )JI雇用されているデザイナーは 1ヶ月いくらの給料をもら
っているか (358の意見あり)J IFIFA2010のシンボル ・ロゴのデザインは良いか (321の意見あり)Jの身近
な内容までが対象となっている。またオフラインで、前衛的なデザインや将来に向けたデザインについての
セミナーや研修も行っている。そこでは、反省会議やデイベー 卜、提案のプレゼンテーション、事例報告な
ども行われ、パネラーだけでなく参加者を巻き込んだ話し合いが行われている。 2008年、 2009年ともにブエ
ノスアイ レスで開催され、学生、教員、デザイン関係者含めて300人以上が参加した。同類のネットワーク
として、 DISE肉OLN4)やNODAU5)治宝ある。
⑥Creatividad etica 
Cr巴atividad etica (倫理的クリエイ ティピテイ 56) は、社会へ有効な資源を提供するためにつくられた、デ
ザインにおけるクリエイティビテイの普及のための市民連合組織のネッ トワークである。クリエイティピテ
ィの普及、分析、議論をするためだけでなく、研究活動を推進し、文化の交流を実現するための聞かれた場
であることを目指している。持続可能な発展のためのデザインのフォーラムや展示会、講演会なども実施さ
れている。2007年、ブエノスアイレス市にNPOとして創設された。会長のVeronicaCiagliaを中心に、 13人の
メンバーに加え、 35団体が関与している。共同創設者のLucianoAlcalaはデザイン分野を専門とする弁護士
として、著作権問題や法整備の情報を大学の講座や講演を通して普及している。また、メルコスール ・ユネ
スコ主催の創造産業振興フォーラムCREATEなどにも企画協力した経験があり、現在南米諸国のデザイン振
興政策の交流やネットワークの形成にも取り組んでいる。デジタ ル雑誌を発刊しており、サステイナブルデ
ザインやインクルシーブデザインなどの記事が、ウェブサイ トからダウンロー ドできる。ブログや他のネッ
トワークへのリンクが多く、サステイナブルデザインやデザイン産業についてのフォーラムも開催されてい
る。2010年5月、このNPOとコロ ンビア国立大学、ブエノスアイ レス市のCMDの共催、ウルグアイデザイ
ンクラスターの協賛によって組織された「公共政策とデザインの国際エンカウンタ-Jが開催された。ラテ
ンアメリカのデザイン政策マネージメントの様々なモデルの経験を共有することやデザインと公共政策のマ
ネージメントの知識の移転の場を生み出すこと、デザインの公共政策のための推奨や原則に関する文書の作
成などが目指されている。同様のネットワークとして、 RaizDiseno57)などが存在する。
VI.デザイン関係活動のネットワーク化の特徴と社会的持続可能性における意味とその
背景
ここでは、事例に上げたネットワークについて、社会的側面を中心に持続可能性から見た意味について、
その背景も踏まえながら明らかにしていく 。
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1 .各ネットワークが創出しているデザイン関係活動における機能・効果と共通する特徴
前節で取り上げた①から⑤までのネットワークはそれぞれ異なった規模や目的を持っており、様々な機能
や効果を創出している。これらのネッ トワークは、デザイン教育 ・研究、デザイナーによる起業、 ジャーナ
リズム、デザイン政策と網羅され、 その活動はデザインと関係する全ての領域にEって展開されているこ と
がわかる。またこれらのネッ トワークは、新しいタイプのデザイン関係活動を成立させるものとなってい
る。
①REDの場合、 社会開発や地域開発のためのデザイン活動を社会的に定着させるプロジェクトを促進する
役割を担っている。つまりネットワークの存在が、社会的問題の解決や社会全体の利益を目的とするいわゆ
る社会的デザイン58)の実践を促進するものとなっている。また同時に、デザイン技術の移転が推進される
ことにより、それまでデザイン活動と縁がなかった地域やコミュニテイ、グループ、個人に、生産販売を含
めたデザイン活動を促す要素となっている。そのため、デザイン活動者の人的拡大、多様化を促していると
考えられる。ネットワークの規模はそれほど大きくはないものの、ネット上で様々な経験を交流することに
より、従来の学術交流とは違い、一般社会に聞かれたものとなっている。さらに、ネッ トワークは研究や教
育に、社会や他大学、海外と連携した新たなシステムを生み出す触媒となった。社会的デザインをデザイ ン
専門教育の中に取り入れることが容易になり、 研究分野でもネッ トワークによる交流、共同研究、研修生の
導入など、参加型アク ション リサーチと呼ばれるメソッドを確立させることになった。大学の役割やシステ
ムから見ると、より社会とつながった教育研究システムへの改革を促し、 一般 -地域社会に直接的貢献でき
るものとなっている。
②Foro d巴ESClelasd巴Dis巴白oは、デザインという比較的新しい学術を振興させる役目を担っているが、そ
のための交流の場を生み出 している。ラテンアメリカを中心とした国際的なネッ トワークを通して、 8000人
近くの関係者がエンカウンターに参加している。従来閉鎖的になりがちな学術交流が、ここでは無料化や交
流自体を重視するその姿勢を特徴として、聞かれた場を創出しており、学術の大衆化とも言える変化を生み
出している。例えば、エンカウンターの内容に含まれるパレルモ地区の活性化支援イベントもそのひとつで
ある。従来の学術的枠組みを超えた姿勢が、大規模な取り組みを生み出しているのであるが、lつの大学が
企画運営するのは困難であるイベン トを、国を越えるネ ットワークによ って実現させているのである。内容
は異なっているものの、 ①REDと同様、大学という専門教育研究機関としての従来の役割を、より直接的に
一般 地域社会に貢献するものに変化させていると考えられる。
③Diseno Cllbのネッ トワークは、仕事や経済的利益の創出、展示販売の場の確保、 経費節約などのネ ット
ワークが創出するメリッ トをデザイナーが直接得られるものとなっていることから、 一人では困難なデザイ
ン活動や起業を支え合う 働きを持つと 同時に、デザイナ一一人一人のコンセプ 卜やク リエイテ ィビティを生
かした多様なデザイン活動を成立させる働きを持っている。ネッ トワ ークの存在により 、デザイナーとして
の活動が確保されるのであり 、デザイナー起業につながる場を提供しているのである。
@Cont巴niclosc1e Disenoは、デザイナー起業家同士の相互扶助を目指すものであり、協同組合とも言える機
能をも っている。一人一人のデザイナーではできない集団活動や取り組み、議論を通して、様々なメリ ット
を享受している。フェアトレードや社会的企業との連携を目標とした活動を通して、社会的デザインをネ ッ
トワークの中で推進していると言える。また③DisenoClbと同様に、インハウスデザイナーでは実現が難し
い、デザイナーのコンセプ トやク リエイティピティを重視した多様なデザイン活動の実現に寄与していると
考えられる。
こうしたデザイナー起業家の存在は、 2001年の経済危機後急増し、現在では、バレルモソーホー (写真2) 
と呼ばれるデザインブランドの集積地区などを生み出し59)、観光分野にも影響を与え、アルゼンチン経済に
寄与している。町Tlのテキスタイル開発研究センターがアンケー ト調査を基に2010年に発刊した 『アルゼン
チンにおける作家の服飾デザイン』によると、服飾デザイン中小零細企業の85%は、2001年以降の創立であ
り、直接雇用756人、期限雇用650人、間接雇用2500人を生み出している。直接雇用の73%が2~ 10名の従業
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員規模で、 49%が独自の工房を所有している。創造産業
としてのデザインは、 5人以下の従業員数の企業でも成
立することから、デザイナー起業家によるデザイン活動
は、今後の新しい産業を筆引する力となるものとして、
成長が期待されている。このような現象は、大量生産・
消費型ではない産業 ・経済システムを生み出すことにつ
ながり、①REDなどによる社会的経済への貢献と合わせ
て、経済システムの多元化を促す要因になっていると考
えられる。
⑤FOROALFAのネッ トワークでは、デザインジャー
ナリズムの場が参加者全体により創出されている。展開
される議論は、デザイン関係者を対象としながらも一般
写真2 バレルモソーホーの一角
(2010年12月筆者娠彩)
社会に開かれたものとなっている。ジャーナリスムは本来社会的役割をもつものであるが、デザインという
特殊性の中で、デザイン分野のジャーナリズムは、現在まで社会的に広がりを持つものではなかった。従来
一部のデザイン関係者により生み出されていたデザインに関する言説は、より広く一般社会から生み出され
るものとなり、 社会とデザイン活動をつなげる機能を持っていると言える。インタラクティブで直接的な意
見のやりとりを可能にするネットワークによる場は、既存のデザイン雑誌や書籍とは一線を画す聞かれた構
造になっている。
⑤Creatividad eticaは、社会的な側面も考慮するサスティナブルデザインの推進をしており、ネットワーク
の存在は、 社会的デザインの普及に寄与していると考えられる。また、デザイン活動における公共政策の重
要性を自覚しており、広く市民にデザイン政策のあり方を考える場を創出している。国を超えたネッ トワー
クの連携活動によりその力量を高め、デザインの公共政策という従来政府などがトップダウンで、行ってきた
領域に、 市民社会からのアプローチにより変革を迫るものとなっている。デザイン史研究者の菅靖子は、
「国家機関や企業のほんの一握りの人びとによってデザイン政策が左右されるがゆえに、デザインとは力強
い反面、もろいものでもある印IJことを指摘している。デザイン政策は、社会にも大きな影響を与えるもの
であるが、その策定運用は一般市民に開かれている訳ではなく、事例に見られるような市民社会組織として
の活動はほとんど見られなかったのである。
ネットワークによるデザイン関係活動の機能-効果をまとめたものが表 1である。
2.デザイン関係活動におけるネ ットワーク活用の意味
次に、前節で示したネットワークの特徴や機能 ・効果についての共通点を整理することによって、デザイ
ン関係活動におけるネットワーク活用の意味を、社会的な持続可能性という観点から明らかにする。
第1に、前節で言及したように、デザイン関係活動におけるネッ トワークは、社会的デザインを促進する
要素となっている。社会的デザインは、社会問題の解決などを目的としているため、売れるためのデザイン
活動と異なり、その主体やインセンティブが限定される。通常のデザイン活動者は企業に雇われたり企業と
契約しているデザイナーであり、企業は社会問題の解決などではなく、自社の利潤追求の手段としてデザイ
ンを活用している。社会的デザインの実践は、倫理観だけがインセンティブになっており、それを目指す人
が圧倒的に少ない。また、デザイナ一一人一人が社会的問題を解決しようと考えても、実践のノウハウや情
報の欠如のため、実践には限界がある。また、一人では、実践を継続していくには、かなりのインセンティ
ブや意思の強さが必要となる。そのような問題を克服する要素の lつがネットワークであり、社会的経済の
実践と同様、ネットワークが、お互いのインセンテイブや意思を支え合う連帯感や構造を生み出すことで、
活動を拡大・維持させているのである。社会的デザイ ンの笑践は、 社会的不平等や社会的排除などの社会問
題を緩和するものであり、 社会的経済の実践と同様、民主、平等、連帯、参加などの価値観によって推進さ
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表 1 ネットワークによるデザイン関係活動の機能・効果
ネットワーク 組織・目的・代表・規模 ウェブサイト 機能・効果
①RED 大学 。 社会的デザインの促進
2004 研究実践の交流 デザイン教育・研究システムの改革
代表 8.Galan 聞かれた学術交流の場
16人(研究者) デザイン活動者の多様化
社会に聞かれたデザイン機関
②Foro Escuelas 大学 。 社会に開かれたデザイン機関
de Diseno 研究実践の交流 SNS 聞かれた学術交流の場の創出
2006 代表 O.Echevarria
319人
③Diseno Club 独立デザイナー 。 デザイン活動者の拡大
2003 製品の展示販売 SNS デザイン活動の多様化
代表A.8ehoteguiga デザイナー起業家の創出
約200人
④Contenidos de デザイナー起業家 。 デザイン活動の多様化
Diseno 相互扶助 SNS 社会的デザインの促進
2009 代表 G.Langg
30人
⑤FOROALFA デザイン関係者 。 聞かれたデザインジャーナリズム
2005 議論の場の創出 SNS の場の創出
代表 L.Cassis，R.8elluccia 
213人(登録者5万人)
⑥Creativdad NPO 。 デザイン政策を考える場の創出
岳tica サスティナブルデザイン SNS 社会的デザインの促進
2007- の娠興、デザインに係る
公共政策の研究・議論
代表 V.Ciaglia
13人+35団体
W-ti作成
れている。また、 社会的デザインは、社会全体の利益を優先するものであり、平等性という意味で、デザイ
ン活動がより平等に人々に恩恵を与えるものとなっている。つまりそれは、デザイン活動自体がより民主的
になったということを示すものであると考えられる。
第2に、デザイン関係活動におけるネットワークが、不特定多数の外部に聞かれた議論の場や協同の場を
創出していることである。これらのネ ットワークに共通する特徴は、全てが、インターネッ ト上にウ ェブサ
イトを持っていることであるが、ウエブサイ トの存在によ って、組織の活動や情報が可視化され、誰でもア
クセスできるオープンなネッ トワークになっているのである。またそのほとんどカ丈 facebookやtwitterなど
のソーシャルネットワーキングサービス (SNS)やブログサイトなどいわゆるウェブ2.0を活用しているた
め、ビジターの意見が活かされる、インタラクティブな交流の場を創出しているのである。そこでは、発信
者も、受信者も、フォーマルな組織も、個人も水平的な関係で結ぼれていることから、ヒエラルキーのない、
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より平等性の高い構造が形成されていると考えられる。さらに、 インターネッ ト活用によるネットワークは、
時間や空間の制約を解消しアクセスや情報の共有が容易であることから、国を超えた議論や連携も可能にし
ている。同時に、インターネットの活用は、地域独自のイベントなど、オフラインの活動につながっている。
つまり、これらのネッ トワークはインターネ ットと同様に、社会に広がっていく 性質を持っているものであ
り、開放的、相互的、水平的な構造を特徴としているということである。その開放的、相互的、水平的構造
によって、デザイン活動、デザイン教育 研究、デザイン政策、デザインジャーナリズムの全てにおいて、
より外部に開かれた議論の場や協同の場を創出していると考えられるのである。ネッ トワークが、ウェブサ
イトやSNSの特質を通して、より多くの関係者や一般市民のデザイン分野への参加を促すものとなっている
と同時に水平的・平等的構造を持っていることから、より民主的な議論や協同の場になっているのである。
従来は多くの事例でデザイン活動を中心的に担ってきたのは大企業であり、デザインの方向性や議論の場は、
一部の企業や一部のデザイン関係者が作り出すものであった。経済のツールとしてのデザイン活動に必要で
あったのは競争原理であって、連帯原理ではなく、社会全体やより多くの人が参加できるような、デザイン
についての民主的な議論の場や協同を必要としなかったのである。
第3に、デザイン関係活動におけるネットワークが、市民社会セクターに貢献しているということである。
ネットワークが、市民社会を巻き込んだものとなっているだけでなく、ネッ トワーク自体が市民社会組織も
しくはそれに準じる存在になっているのである。市民社会活動は、民主的な社会を構築するための要素とし
て、特にラテンアメ リカでは、注目されている動きである。かつてのデザイン活動は、主に市場セクターの
発展に貢献してきた。デザ、イン関係活動と市民社会組織の連携は、デザイン活動を市民が主体となる民主的
な社会構築の要素に組み入れるものである。
第4に、デザイン関係活動におけるネッ トワークが、デザイン関係活動の主体、つまりデザイン活動者の
人的拡大・多様化につながっているということである。近代デザインは、大量生産による消費の大衆化の思
想を背景に始まった。大量生産のシステムにより、誰でも同じような物が安価に手に入ることが民主化の一
つの側面であると考えられたが、結果的には、デザイン活動が一部の大企業や先進国の独占となっていった
側面がある。そのような構図は、市場競争の激化や格差を含む様々な問題を生み出すことにもつながった。
大量生産 -消費型、利潤追求型のデザイ ン活動は、それ自体決して民主的で、はなかったのである。デザイナ
ーによる起業や社会的デザイ ン活動は、デザイ ン活動の主体を多様化、拡大するものであり、大量生産・消
費型、利潤追求型の対極にあるものと捉えることができる。従来ごく一部の関係者によって作り出されてい
たデザイン政策やデザインジャーナリズムは、ネットワークにより、アルゼンチンでもより多くの関係者や
一般市民の参加を促すものとなっている。デザイン活動の主体の人的拡大・多様化は、参加型のより民主的
な活動になっていることを示すものである。
これらのことが示しているのは、デザイン関係活動におけるネットワークが、市民社会活動に貢献しつつ、
社会的デザインの実践やデザイン関係活動者の人的拡大・多様化を促進させ、デザイン関係活動における開
かれた議論や協同の場を創出している構図である。このようなデザイン関係活動によって、デザイン活動自
体のあり方が、より民主的なものへと変化していると考えられる ことから、デザイン関係活動におけるネッ
トワークの活用が、デザイン活動の民主化と言える状況を生み出す要因になっていると考えられる。デザイ
ン活動の民主化は、同じ目的や利益を共有する関係者聞の信頼関係や互酬関係など、 社会関係資本に相当す
る人間関係を生み出すものとなっており、新しいタイ プの自発的な協同によるデザインコミュニテイや国を
超えた信頼関係のデザイ ンコミュニティの成立を伴っている。また、デザイン活動の民主化の要素となって
いる社会的デザインは、①REDの実践のように地域コ ミュニテイの再生を促すものも含まれている。つまり
デザイン活動の民主化は様々なレベルで社会関係資本をより強固なものにしていると考えられるのである。
デザイン活動の民主化は、上に述べたように、社会関係資本の強化に貢献していると考えられることから、
社会的な持続可能性を回復する要素になる可能性が高い。また、 社会的デザイン活動は、直接社会問題を緩
和するものであり、社会的な持続可能性に貢献している。つまりデザイン関係活動におけるネットワークの
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活用は、デザイン活動の民主化と言える状況を生み出しており 、社会関係資本を強化する一方で、社会的な
問題の解決に貢献していることから、社会を安定させ、社会システムをより持続可能なものに変化させてい
くと考えられるのである。
3. ネットワーク化の背景とデザイン活動の民主化
このようなデザイン分野におけるネッ トワー クの活用が、数多く急激に見られるようになった背景、つま
りデザイン関係活動のネ ットワー ク化が進んだ背景には、様々な理由や要因が考えられる。
第 lに、 ICTの発達とその活用である。インターネットの発達のおかげで、設備や費用の制約がなくなり、
一個人が情報を発信したり、協力関係を築 くことが容易になった。特に、ウェブ2.0と呼ばれる双方向型シ
ステムやSNSの浸透以降、ネ ットワークの創出やその参加が容易になった。ラテンアメ リカでは、 facebook
などのSNSを通して、様々なデザイナーコ ミュニティが急速に創出されている。ラテンアメリカでは、「友
達の友達」によるつながりは実生活においても重要であるが、ネ ット上では、瞬時に国を超えこのような関
係が結ばれ、また、インターネットのこのような関係を通して、地域のイ ベン トや集まりが起こるき っかけ
をつくっているのである。2001年の経済危機の時に、預金口座封鎖などの政府の対応に対する抗議活動が大
きく広まった要因の lつは、インターネ ットであったことは有名である。350万人のユーザーを擁するイン
ターネッ トコミュニティの中で、何百というかメールの連鎖が起こり、通りで鍋や葦を叩きながらの政府に
対する抗議活動が組織化されたのである。参加集団は、 ミーテイングでのデイスカッシ ョンに加え、イ ンタ
ーネット上で電子フォーラムを創出し、ミーテイングに参加できない人々にも情報を提供することになっ
た61。前述したように、ネ ットワークによるデザイン関係活動の機能・効果は、インターネッ トの構造的特
徴によ って促されている側面が強い。ウェブサイトはネッ トワークの活動をより広く 一般社会に知らせる機
能を持ってお り、その機能が一般社会に聞かれた参加型のデザイン関係活動の促進につながっているのであ
る。インターネットの活用によるデザイ ン分野のネ ットワー クは、近年の特徴的現象であり、特にSNSの持
つ双方向性や水平的構造が、 デザイ ン関係活動を通して社会的経済的変化をもた らす要因となっている こと
は興味深い。インターネ ットやウェブ2.0については、文化産業における活用など、産業振興にもつながる
利点が指摘されている。その反面、犯罪につながったり、かえって現実の社会的つながりを損なうなど、
様々な問題も指摘されている。また、グーグル問題など、インターネットの将来に対する懸念も聞かれる。
しかし、事例は、誰でも情報を発信でき、意見を交換することができる新しい技術が、デザイ ン分野のネッ
トワークを創出させ、デザイ ン活動の民主化に寄与したことを示している。
第2に、社会的経済の実践を含む市民社会セクターの活動の影響が存在する。アルゼンチンでは、市民社
会の諸組織による活動が活発化しているが、その性格上ネ ットワークの形成とその活用が不可欠で、あり、行
政もネットワークを支える政策を行っている。社会的経済の関係では、社会開発省管轄下に、アソシエーシ
ヨン主義と社会的経済の研究所62)があり、協同組合や相互扶助組織な ど、社会的経済活動を促進するため
のプラットフォームとなっている。また、ブエノスアイレス市でも、社会開発局に、社会的経済課が設置さ
れており、雇用支援や職業訓練など、経済的 ・技術的支援を提供している。市民社会の組織問と国家 ・市民
社会組織聞の調整を行う機関である国立コミュニテイセンター63)や、ブエノスアイ レス市組織情報セ ンタ
_ 6引なども存在する。社会的連帯的経済の研究や振興のためのNGOとして、 社会的経済研究センター65)や
ラテンアメ リカ社会的連帯的経済の研究者ネ ットワー ク66)など多く存在する。このような市民社会組織の
存在が、デザイン活動と市民社会運動や社会的経済の実践をつなげるものとして機能し67)、デザイン関係者
にもネットワークの有用性を気づかせ、デザイン分野のネットワーク化を進めたと考えられる。Pedro
Senat.68)が指摘するように、「アルゼンチンや他のラテンアメリカ諸国では、 80年代末から、デザイン分野の
実践で、 排除されたセクターの生産活動への協力が始ま っており、 21世紀に入って以降、このような経験は、
様々な公的プログラムや市民社会組織、社会的経済の実践との連携によ って、増加するとともに多様化して
きているJのであり 、デザイ ン活動と市民社会活動の接点が、デザイン関係活動のネ ットワ クー化を促進さ
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せたと考えられる。
第3に、関連する政策やプログラムにおけるネッ トワー ク活用の傾向、ネットワーク化である。前述のよ
うに、中央政府のデザイン政策は水平的で、オープンなネッ トワークの活用を進めている。また、ブエノスア
イレス市のCMDもNPOの「友達ネットワーク」を組織化することによって、その機能を高めようとしてい
る。 PNDや別TIのウェブサイトでは、専門教育機関、会社、中小企業ネットワー夕、地j或ネットワーク、圏
内外の関係する組織、機関が同一画面上にリ ンクされている。 例えばINTIの圏内デザインネットワークの情
報源の項目には、 NGO組織や中小企業開発プログラムと一緒に①FOROALFAや①REDが並んでおり、 INTI
をプラットフォームにして様々なレベルの組織のつながりが見えるようになっている6九 ①REDにおける実
践のネットワークは、先に示したように、社会政策プログラムとの連携で成立しており、デザイナー起業家
や独立デザイナーは、例えば、ブエノスアイレス市の起業家開発プログラムやCNDのインキュベータープ
ログラムなどと関わりを持っているが、これらのプログラムの多くは、ネッ トワークの中で実践されている。
また、前述したように、デザイン関係活動は、ネットワー クの強化を進めている社会的経済や市民社会組織
の政策との接点も多いのである。このような環境や接点が必然的にデザイン関係活動における様々なネット
ワークの創出につながっていると考えられる。
第4に、大量生産-消費型、利潤追求型などの主流のデザイン活動に対するオルタナテイブなデザイン活
動を求める動きである。現在までのデザイ ン活動に対する反省と新しいデザイン活動のあり方を模索する動
きは、近年の世界的な傾向であるが、特にアルゼンチンは、新自由主義経済改革により劇的なダメージを受
けた国であるため、 その模索は、 強いイ ンセンティブを伴っている。2001年の経済危機は、オルタナテイブ
なデザイン活動を求める動きにと っても重要なき っかけとなっているのである。 Galanらは、「アルゼンチン
を襲った経済危機は、新しい形式や社会的仕組みの発生という新しい状況を生み出し、社会的メディアへの
デザインの技術移転や研究、教授法において、興味深く、実りのあるシナリオをつくった70loJことを指摘
しているが、オルタナテイブなデザイン活動を模索せざるを得ない状況があったことを物語るものである。
またアルゼンチンで模索されているこれらのデザイ ン活動は、 その多くが社会問題解決などの社会的目的を
持ったデザイン活動であった。これらの新しいデザイ ン活動は、少数派のオルタナティフ守な活動であるため
に、連帯 -協同の装置であるネ ットワークを必要としていたのである。また、デザイ ンイベン トEXPO
DISENO CON ACENTOのディレクターであるDi巴goJavi巴rGOI羽田は、 12001年の経済的荒廃の中で、アルゼ
ンチンデザインがパラドックス的にチャンスを迎えることになったが、最大の進展は独立デザイナーで、有
限会社や小企業を生み出していった」と指摘している711。危機の苦境を乗り越えるため、デザイナー起業と
いうオルタナテイブなデザイン活動のあり方が模索されたが、その実現にはデザイナー聞のネットワークが
重要な役割を果たしたと考えられる。事例に挙げたネ ットワークは、力を結集する システムと して機能し、
目的に応じた環境、場を作り出す装置となっているのであるが、その多くがオルタナティブなデザイン活動
を模索し、構築するためのネットワークとなっているのである。
これらの4つの背景は、デザイン分野でのネットワーク創出を促す要因となっているが、記述してきたよ
うに、お互いがそれぞれ密接な関係を持っているとも言える。政策は市民社会や社会的経済の活動を支え、
ICTの発達は、市民社会 ・社会的経済、政策、オルタナテイブなデザイン活動に影響を与え、オルタナティ
ブなデザイン活動の追求は、市民社会や、政策とのリンケージの中で行われているのである。例えば、バレ
ルモ大学デザイ ン・コミュニケーション学部は、 2010年4月、「デザイン、ソーシャルネッ トワークと新し
いテクノロジ一 連帯2.0の新しいパラダイムjと題する講演集会を聞いている。デイベロッパ一、デザイ
ナー、技術起業家、市民社会組織の統合・協力の空間を促進する目的の催しであるが、ここではオルタナテ
イブなデザイン活動が、インターネ ット技術、市民社会組織に密接に関わっているということがわかる。背
景となっている事柄もお互いに密接に関わっているのである。そしてこれらの要素が影響し合いながら、デ
ザイン分野のネットワ クー化を促進し、そのことによってデザインの民主化を促進していると考えられるの
である(図4参照)。
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社会的持続可能性
図 4 ネットワーク化によるデザイン活動の民主化とその背景
筆者作成
四.デザイン活動の民主化から考察するデザイン活動の可能性
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事例は、デザイン活動という無形の文化資本が、ネットワークを活用することにより、より民主的なデザ
イン活動を成立させ、社会関係資本の強化を促して、社会的な持続可能性を高めていることを示している。
また、デザイン活動自身が、持続可能な社会システムを形成する要素となる可能性を示すものである。
さらに、文化的な側面から見た場合、事例は、スロスピーが持続可能性の原理として指摘した文化資本の
公正・公平な活用や享受であり、文化的側面から見ても持続可能なシステムの形成に貢献するものとして捉
えることができる。文化資本が公正・公平に活用されることが、ここでのデザイン活動の民主化である。無
形の文化資本であるデザイン活動を公正に活用し、公平に享受できることが、文化資本の民主的活用となり、
持続可能な文化システムの形成につながると同時に、持続可能な社会システムの形成につながっているので
ある(図5参照)。
デザイン活動(文化資本)
+ 
ネットワー ク
文化資本の民主的活用
↓ 
一一一ー
持続可能な文化システムの形成
一ー一ー
デザイン活動の民主化
(社会関係資本の強化)
持続可能な社会システムの形成
図 5 デザイン活動の民主化におけるデザイン活動の可能性
筆者作成
また、スロスピーが同様に指摘する持続可能性に不可欠な視点である「システムの相互依存性問」は、事
例によっても確認することができる。文化資本と社会関係資本は、事例が示すように、相互に関係を持って
おり、無形の文化資本であるデザイン活動がより民主的に活用されることが、社会的な持続可能性につなが
ることを示している。 社会的な持続可能性を支えるのは、システムの相互依存性に立脚したデザイン関係活
動であり、民主的なデザイン活動や社会的デザイン活動を推進できるデザイン政策や関係政策である。政策
の立案 運営にあたっては、事例が示すように、 ICTの活用、市民社会の役割、大学の役割は重要な要素と
して見なされるべきであり、特にネットワークを活かしたデザイナーの活動や聞かれた議論の場、学術的交
流を推進、支援することが重要なポイントになると考えられる。
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V1II.おわりに
以上述べてきたように、ブエノスアイレス市のユネスコ創造都市のネッ トワークへの参加や創造都市とし
ての取り組みは、新自由主義型ではない新たな経済社会の発展、都市社会のあり方への転換を目指した挑戦
であると言える。このようなオルタナティ ブな経済発展と都市社会のあ り方を目指す創造都市にとって、重
要なのは単なる創造産業の活性化のみではない。 市民社会の強化や社会包摂、文化的多様性の維持、市民の
文化享受能力の向上や文化権への配慮などが重視される創造経済の発展でなければならないと考え られる。
佐々木雅幸が提唱する創造都市論においても、非営利セクタ一、 社会包摂、文化的多様性、文化権の確立な
どは、創造都市であるための重要な要素として位置づけられている。また佐々木は、 産業と文化の 「創造の
場」の要素として、人間的信頼関係を基礎にしたネットワークの結び目の機能に注目し、「自由な非営利組
織によって担われたネ ットワークは草の根からの住民参加を実現して、 地域の民主主義を強めること にな
る7310Jと指摘している。事例が示すように、ネッ トワークを活用したデザイン関係活動は、 市民社会を巻
き込み、社会包摂の実践を促す要素となるとと もに、文化的多様性を生かした製品づくりを促す要素となっ
た。 またそれは、市民参加の促進や文化権の保障につながるものでもある。つまり、デザイン関係活動のネ
ットワーク化によるデザイ ン活動の民主化は、佐々木の提唱する創造都市の構築にと って重要となる市民参
加や社会包摂、文化的多様性の維持や文化権の確立に貢献するものとなっているのである。また、デザイ ン
活動は、生活、産業の両面に多大な影響を与えるものであり、都市社会の生活や生産活動を変革するための
要素として、 ポテンシャルも高い。そのため、 デザイン活動の民主化は、創造都市の構築にとって、根幹と
なるものであり 、創造都市政策の中に組み込むべき観点であると考えられる。
CMDでは現在、 社会的経済の実践を活動の中に取り
入れようとしている。すでに、 CMDは、ブエノスアイ
レス市の社会的経済課との協定で、「ネッ トワークを縫
いながら」という社会経済実践の場を提供し、 仕事のな
い人々に対し縫製技術習得の支援を行っている(写真3
参照)。また、2010年 7月には、創造的イ ンク ルージョ
ンプログラムの中で、セミナー ・ワークショップ「もう
ひとつの経済、もうひとつの技術」などを開催し、 社会
包摂の取り組みを進めている。さらに、より関かれた情
報や意見のやり取りを推進するため、様々なブログスポ
ット設置による、 CMD2.0の取 り組みも行っている。い
ずれも、ブエノスアイレス市が創造都市として持続的に
写真3 CMD内で縫製技術を習得する人々
(2010年12月祭者撒彩)
発展するために不可欠な取り組みであり、デザイン活動の民主化に寄与するものである。
アルゼンチンを襲った社会的経済的危機は、今後の持続可能な社会のあり方にとって教訓となる一方で、
多くのオルタナティブなデザイン活動をもたらした。 2001年の荒廃の中から、社会的なデザイン活動やデザ
イナー起業家を生み出していった多くのネットワークは、デザイン活動の民主化をもたらし、持続可能な社
会システムへの転換に貢献する可能性を示した。ネッ トワークによるデザイン活動は、オルタナテイブな社
会システムへの転換を 目指すものであるという点で、産業革命による大量生産=消費システムの普及が労働
の非人間化と生活の質の低下をもたらしたことに異議を唱え、社会変革のための新しいデザイ ン活動を追求
したウィリアム・モリスの試みに通じるものである。モリ スが提唱したアーツアン ドクラフ ト・ムーブメン
卜は後世のデザイ ン関係者に多大な影響を与えたが、 他方で、 社会変革のためのデザインという思想は後景
に退いてしまった刊)。しかし事例は、市民社会活動の活発化、 ICTの進歩などを背景にしたデザイン関係活
動のネッ トワーク化が、開かれた議論の場、学術交流や連帯・協同の場を生み出し、デザイン活動をより民
主的なものへと変化させるとともに、社会経済的システムをより持続可能なものに変化させる原動力となっ
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たことを示唆するものである。このようなネットワークの広がりの中で、デザイン活動の民主化を実現する
ことが、モリスの思想、を現代に再生させるものでもあろう 。
本稿で取り上げたアルゼンチンにおける事例の検討を通じて、デザイン活動におけるネッ トワークの広が
りが、デザイン活動自体をより民主化 させ、民主化 されたデザイン活動が、 社会システムの変化 につながっ
ていく可能性を示していると言えるのではないだろうか。
[注]
1 )グラフィックデザイン、77':;ションデザイン、プロダクトデザインなどの総称。
2 )ここでは、白的を共有し、他の人や組織との共同や協力によって活動の発展を目指す社会的なつながりのことを言う。
現化までデザイン関係活動において、共通のR的を持ったつながりはなかったわけではないが、ネ、ノトワークの有用性
を(1党し、積極的につながりを持とうとするデザイン関係活動の広がりは、近年まで見られなかったことである。
3 )社会的経済と連帯経済の相j1J1については議論があるが、ここではブラジルなどで使用する連帯経済と同じ意味で使っ
ている。連帯経済は、自主、民主、協同などを原浬とし、自主管理企業、社会的企業、 NPO、協同組合などのサードセ
クターが中心になって実践を展開している、市場原理主義経済に対する代替理論 ・実践であり、ラテンアメ リカを中心
に急速に広まっている。他にも異なった呼び方が存在するが、アルゼンチンでは、社会的経済という言葉がより一般的
なため、ここでは社会的経済を使うことにする。
4 )只体的には、 NPO、NGOなどの民間非営利組織、民間政策研究機関、民間財団、草の根住民組織、協同組合なとを
指す。「市民社会」については徐々な議論や定義が存在するが、 |主l家でも市場でもないいわゆるサードセクターとして、
ラテンアメリカでは特に、 1、しい人身が生き残るために必要なものとして、j主イ1、相互性、集団性の1il値に基づきなが
ら、社会正義、平等、環境への持続'1":を1-1指すものと捉えられている。
5) Galan [2006) ‘Diseno y comunicacion問 ael 加 arrolloLocal' 
(http://www.investigacionaccion.com.ar/dide/cd/dide/tp/pdfs/pon巴nciasuba.pdf)
6) GaJan [2007)‘DISE内oESTRATEGICO Y AUTOGESTI0N AS1STADA EN BUENOS AlRES; CASOS Y CUESTIONES 
TEORlCAS' Francisco Diaz Granados“Dise斤oy /eri/orio"， Bogota de Colombia， Universidad Nacional de Colombia 
7) Galan [2007J 
8) Iデザインの経験の記録所Jの頭文字:をと ったREDという名称は、スペイン認で「ネットワーク」を指す言葉である。
9) Galan [2007J共同研究者のPedroSenalの論文 ‘Dis巴noe innovacion para el desarolo del capital sociaJ. EI caso Manos del 
Delta. Cooperativa d巴Artesanoslslenos. Bs. As. Argentina'でも社会関係資本形成の 1=1刊のデザインプロジェク トが取り上
げられている。(http://www.unisinos.br/revistaslind巴x.php/otraeconomja/article/viewパ062)
10) ser叩 doKhk蜘 g[1999J 'So山 I1capitaJ and c山 ure:masterkeys 10 development' CEPAL“CEPAL REVIEW 69"、CEPAム
[2001-2002)“Social PanOl仰 10oILa/in America 2001-2002"， Santiago de Chile，CEPALなど。
1) Hooghe， Mare&Stolle， Dietlind (eds) [2003)“Genera/ing Social Capi/al: Civil Society and lnsti/ution川 Compara/ive"
Perspective，New York:Plagrave Macmillian，篠田武司 [2009)I社会関係資本と「安心社会JJ篠田武司 宇佐見耕一編
『安心社会を創る』新評論なと。
12) investigacionaccion.com.ar Galanは、 2007年-2010年、マルデプラタ大学:の研究者と「アクションリサーチネットワ
ークとウェブ2.0Jについての共同研究を行っており、ネットワークのインターフェイスの発展を目指している。Diana
Rodrigues B創1'OS，Beatriz Galan‘Red lnvestigacion Accion RED 1 (a) y la W巴b2.0' 
13)スロスビーは、著書 [2005)1[1行 ・後1事訳 『文化経済学入I"]Jの1[1で、 n統IJ能性の概念について「その概念の多而
的な性質は、持続可能性についてlfi'--の標準 lí/~ な定義は存在しないことを立l旅する 。 したがって持続可能性の考え);は、
J;(Jlgや必準の連鎖として説明されるべきものとして示峻される」としながらも 、持続可能性のための世代打¥J公平とw7J学
r'1(J:i:力不性の原理について「絞消的 社会的 文ー化的な生活のための文化的必離が奪われたりする ことのないようにする
ことである」と説明しており、終済的、 社会的、文化的な恨IJ而を合んでいると解釈される。
14) David Throsby [2001J“Economics and Cu{/ure"， Cambridge Unjversity Press， Cambridge， pp.44-60，デイピ y ド スロスピ
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一、[2005Jr文化経済学入門』 中谷武雄 ・後藤和子監訳、日本経済新聞社、 pp.78-102。
15)スロスピーは、 文化資本を工芸品や建築物などの有形の文化資本と伝統や言語、慣習などの文化的現象を無形の文化
資本として規定している。「デザイ ン活動」 という 言葉は、「デザインすることJIデザイ ン的行為Jという 意味で使わ
れており、スロス ビーが無形の文化資本と定義している「集団によって共有されている慣習」にあたると考えられる。
16)人口3，988万人、国土面性278万平方km、1816年スペインから独立、 主要産業は大豆irl、穀物、 牛肉、加工食品、自動
車製造など。スペイン系イタ リア系を中心とする白人97%。政治では、ポピュ リズム、国家コーポラティスム、汚職大
固などの言葉で形容されることが多く、産業面では過度の農牧業への依存や工業化への失敗などが指摘されてきた。
17)大ブエノスアイレス閣の失業率は、 18.9%、貧困人口の比率は54.0%に達した。字佐見耕一 [2008JI中道左派の結集
を図るアルゼ ンチン ・キルチネル政権JP.149 遅野井茂雄 ・宇佐見耕一編 r21世紀ラテンアメ リカの左派政権:虚像
と実像jアジア経済研究所。
18)地域通貨活用によ る財やサー ビスの交換ク ラブの活動。
19)貧困者や失業者が社会扶助の給付と失業の解消を求めて行った道路封鎖を手段 とする運動。
20)銀行口座凍結に対して、銀行や国会前などに集結し鍋や食諜類を叩いて行った抗議活動。
21)地域規模で自発的な対話や討論をする近隣住民集会の活動。
22)幻 CE日PA札l[凶2加0ω0州7η]“P向α仰n即oram削αSおoc口tωald，必'eA削men
23)ラテンアメリカは全f体木的に都市化E率3字Eが高く、 20∞00年の者都1市化率は、ウルグアイ93%、アルゼンチン90%、ベネズエラ
87%、チリ 86%、ブラジル80%になっている。CEPAL[2003J “Anuario estadistica de America Lalina y Caribe 2001 
2002"， Santiago， CEPAL， p.l4. 
24) 1950年に62.2%であった都市部人口の対総人口比が、 1990年には86.9%に達している。
25)‘JURISDICCION 45 MINISTERIO DE DESARROLLO SOCIAL POLITICA DE LA即悶SDICCIONPrograma Ge附 alde 
Accion y Plan de inversiones Ano 201112013 y el Prespuesto del ano 2011' http:/estatico.buenosaires.gov.ar/areas/hacienda/ 
presupuesto20 111presupuesto_20 11103_ley _3753/04_presupuestojurisdiccionaJ/Jur45. pdf 
26)舞台芸術、 ビジュアルアーツ、出版、音楽、オーデイオビジュアル、デザインサービス、ク リエイテイブ関連サービ
ス (テレビゲーム、インターネッ ト、建築、 図書館、ミュージアムなど)。
27) Direccion de lndustrias creativas y Comercio Exterior， Ministerio d巴DesaroloEconomico， Gobierno de Ciudad de Buenos 
Aires [2010J 
28)向上。
29)‘JURISDICCION 65 MINISTERIO DE DESARROLLO ECONOMICO POLlTlCA DE LA JURISDICClON Programa 
GeneraJ d巴Acciony Plan de inversiones Ano 2011/2013 y elPrespuesto del ano 2011' http://estatico.buenosaires.gov.ar/副巴as/
hacienda/presu puest020 11lpres u puesto _ 2011103 _ley _ 3753/04 _presu puesto j urisdi ccional/J山 65.pdf
30) http://www.pnd.gov.ar/ewb/ 
31) http://www.inti.gov.ru 
32) Ca1cagno y D' Alessio [2009J 'Sobrecrecimiento y valor agregado.La dinamica de la economia cultural'“Indicadores 
Cutural巴s/Argentina 2009" http://www.untref.edl 似た10cu me n tos/i n d i c adores % 202 009/S 0 brec rec i m i ento% 2 0 
%20Francisco%20DAlessio.pdf 
33)認定の理由 として、新しい製品を生み出す国内最大の市場となっていること、高付加価値製品の製造が要求されてい
ること 、多くのデザインの専門家や研究センターの存在、伝統的にラテンアメ リカの文化的中心地て、あったことなとが
存在する。
34) CMD‘Buenos Aires Design City' http://portal.unesco.org/culture/en/fil巴s/31158/l1501842633Bs_As_candidatlll巴_EN.pdf/
Bs_As_candidature_EN.pdf (2009:9 10月3日最終維認)
35)現在は、 経済開発局、創造産業課の管轄下となっている。
36) http://www.cmd.gov.ar 
37)魚市場であった建物のCMDへのコンパージョンに資金の大部分が充てられた。CMDの存在はそのエ リアの悪化 した
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環境を回復する意味も持っている。敷地面積は I万4千平方メートル、 1500人収容、3千平方メートルの展示場が含ま
れている。
38)デザインフェアに 5千万円、フ アゴションブエノスアイレスに l億円が当てられた。
39) B巴nosAires Ciudad [2010]，“ANUARIO 20091ndustrias Creativas de la Ciudad de Buenos Aires" Bu巴nosAires 
40) CMD‘Buenos Aires Design City' 
41) http://www.disenioaladi.org 
42) Rodriguez B訂 rosDiana， Galan Beatriz 'Red lnvestigacion Accion RED I (a) y la Web 2.0' 
43) I社会的企業のための製品戦略 ;ホセ ・テイブルシオ・ボルダ市民病院の職業治療法を背景とした社会的企業Ybytuの
ためのデザイン開発 (Marcos Fiornini， Alva:ro Martinez Florez， Ana Siro [2008J‘Estrategias de producto para ina empresa 
social; Desarrolo de Diseno para Ybytu， empresa social enmarcada巴nel area d巴TerapiaOcupacional del Hospital MunicipaJ Jose 
Tiburcio Borda' 
http:/catedragalan.investigacionaccion.com.ar/t:rabajos/9151ea09f490a2d3af877叫 2dfdee5仁Ilonografia_ybytu_g.pdf
44) http:/加。pale:rmo.edu/servicios_dyc/巴1日cuen仕o2010lind巴x.php
45) Universidad de Palenno Facultad d巴Disenoy Comunicacion http://www.palermo巴du/dyc/
46) Red Academica Argentina d巴Carrerasde Diseno de Universidades Nacionales :アルゼンチン国立大学デザイン学科学術ネ
y トワーク)http://www.disur.edu.ar/2007年、デザイン学科のラテンアメリカ連合を形成する観点から、学術のプラッ
トフォームとして創設された。研究政策、教育政策、開発地域のための技術移転政策 ・プログ ラム、 環境についての地
域政策などの探求を目的としている。
47) 2008年、ブエノスアイレス大学のデザイン学科によ り創設された「より納得のいく生活のための情報のデザイ ン」の
ためのネットワークである。http:/h巴dinfoclesign.org
48) http://www.disenioclub.com.ar 
49) http://www.disenioparavos.com.al 独立デザイナーのための製i弘展示のバーチャル空間
50) ArconDisenosというグループによって運営されている独立デザイナーによる作品の展示とエンカウンターを目的とし
たネァトワークである。毎月、第 2土曜日にフ ァッションデーを実施することでネッ トワークをつくっている。参加者
に要求されているのはデザインのオリジナ リティーであり、希望者は自分のデザイン製品の写真をメールでグループの
ブログサイトhttp://elarcondisenios.blogspot.comに送ることになっている。
51) http:/contenidosdisenio.blogspot.com 
52) http://www.argentina.ar/_es/cuJtura/C3950-clis巴naclores-indep巴ndientes-se-unen-para-capacitarse-producir-y-vencler.php
53) http://foroalfa.org/ 
54) DISE耐OLA(Organizacion Latinoamerica d巴ProduccionIntelectuaJ en la clisciplina clel Disenoラテンアメリカデザイン学
知的生産組織)は、アルゼンチンを含むラテンアメリカ10カ国の17人の委員会メンバーで運営される組織である。デザ
インにおける研究や提案の普及を 目的とし、ウェブサイトclisenola.orgで、は、アーテイク ル、 E-book、マルチメディアの
項目に分かれて意見や研究の交流ができるようになっている。
55) http://www.nodal.com.ar NODAL (Noclo Diseno AmericaLatina)は、ラテンアメ リカの現実を基にしたデザインの研
究、普及のためのネ ットワークである。交流や知識を共有するネ y トワークを構築しているが、単なるネッ トワークの
連結点である としている。マニュフェス 卜には、 社会包摂や人間環境に関係するなど、デザインの社会的重要性を自覚
し、より良い公共性や連帯、相互協力関係のための活動を生み出す機関であることを掘っている。
56) http://www.creatividadetica.org.ar 
57) Raiz Diseno (ルーツデザイ ン)は、アルゼンチン出身のデザイナーLauraNoviJくを中心に創設されたNPO組織のネット
ワークである。デザイン活動が、よ り良い世界の構築にとって重要な役目を果たすために、 研究 研鐙し、提案を行っ
ていくことを目的と している。現在は、チリを中'L、に、アルゼンチン、ブラジル、コロンビア、スペイン、イ タリア、
アメリカなどの国際的なネッ トワークの中で活動している。デザイン、文化、 アイデンテイ テイについてのアイデアの
交流や議論を 目的としていた創造的ラポ「ラテン ・アイデンテイティ」の集まりを発端として、 2004年から2006年にか
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けて、ラテ ンアメ リカの国々で10回のエンカウンターを行っている。その対象は、未来のビジョン、起業、イノベーシ
ヨン、エンターテイメント、文化、ビジネス、政策、開発に亘っている。コミュニティの持続可能な発展の主導力 とし
てのデザインの役割を、経済、環境、文化、社会の4つのベク トルの視点で捉え、デザインが社会構造の変化のツール
になると考えている。このネットワークがチリで開催した2007年の国際シンポジウムでは、「デザインの起業文化を活
発化できるかJIデザインは開発政策とともに見るべきかJIデザインは中小企業に役立つかJIデザイン研究はどのよ
うにコミュニティへ届くのかJI新しいニッチ市場一新しい消費モード」などのテーマで報告や議論がなされた。
58)ソーシャル・デザインを意味する。ソーシャル ・デザインまたは社会的デザインは、 デザイン分野でも様々な意味で
の使用が見かけられ、また、デザイン分野以外でも、 社会の構想といった意味で使われる場合があるが、ここでは、社
会問題の解決や社会全体の利益になるなど、経済的目的ではなく、社会的な目的を第 lに持ったプロダク トデザイン、
グラフイツクデザイ ン、フ 7 '/ションデザイ ンなどのデザイン活動を指す。『現代デザイン事~lQ. .l [2010J平凡社では、
「デザインの社会|約機能を強調するもの」として「日本でも 1990年代以降、ソーシャル デザインという認で、社会的
デザインの課題の探求と展開が希求されている」と記述されており、本稿でもこの説明と同じ概念で使っている。
59) 11983年の民政移管は、文化を解放させ、ラプラタ大学やクージョ 大学に最初のデザイン科を設置させるとともに、
生産者や消費者に新しいシナリオをもたらした。景気後退時、卒業生は仕事に就けず1970年から1989年にかけて服飾産
業の生産高は34.3%に下落、デザイン専門家と産業界はお互いに信頼関係を築けない状態が2000年まで続いた。わずか
8年足らずの聞に服飾分野を中心としてデザイナーのイメージが大転換し、デザイン企業が生まれるようになった。ブ
エノスアイレスには、 これらの生産を含む新しい経済回路が生まれ、デザインクラスターにつながり 、最終的にはユネ
スコのデザインネ yトワ ークのノードに位置づけられるまでになったのであるJGalan Maria Beatriz [2008J‘EI diseno 
en Agenda de la Transferencia. El Rol d巴laUniversidad' I JORNADAS R巴dVITEC19，20 de Nobiembre de 2008， Universidad 
de Entre Rios 
60)ジョン ・へスケ yト [2007Jrデザイ ン的思考 つまようじからロゴマーク までJ訳者あとがきp.227。
61) Finquelievich Susana‘Social Organization through the Internet; Citzens Assembli巴sin Arg巴ntina'ITlRA Conference 2002 
ITIRA Congr巴so，C巴口tralQueenslancl University， Rockhampton， Australia http://www.link:s.org.ar/infotecaJsocialorg.pdf 
62) http://www.ina巴s.gov.a.r 町 AES(In山utoNacio日alde Asociativismo y Economia Social) 
63) http://www.cenoc.gov加 CENOC (Cent:ro Nacional d巴organizacionesd巴Comunidad)CENOCへの第3セクターや市民社
会組織の登録数は、 2000年以降急激に延び、2009年では15，395組織に及んでいる。CENOCでは、よりネットワークが
機能するように、個々のネァトワークのネットワーク化を EIj旨している。CentroNacional de Organizaciones de la 
Comuniclad“Manual Metodologico pOl官 elfortalecuniento lnstitucional de Redes Territoriales de Organizaciones de Basea" 
Consejo Nacional de Coordinacion de Po!iticas Sociales ， Buenos Aires， 2008 
64) CIOBA (Centro cle Informacion de las Organizaciones de la Ciudad de Buenos Aires)社会開発課の市民社会強化部署に設
立されており、市民社会組織の公共政策への参加を推進するためのプラッ トフォ ームとなっている。
65) caso (Centro de lnvestigaciones de la Econmia Social) 1998年から、第3セクタ 一関係の研究や、そのための人的資源
の養成の推進をするための社会的機関の創設を目指し組織化が始まった。2000年に300人以上の参加を得てコルドパ州
で開会式を開催、lNAESに対しでも州や市の中でも中心的な役割lを果たす組織となった。 2007年、 より活動を広げるた
め、ブエノ スアイレスに支所が設立された。
66) RILESS (Red clellvestigadores Latinoamericanos deEconomia Social y Solidmiaアルゼンチンを始め、ブラジル、コロンビ
ア、メキシコなと ラテンアメ リカ諸国の連携によ る社会的経済の研究者たちのネットワ ークである。 http://www.riless
org/o町aeconOlma
67)例えば、ラ テンアメ リカ社会的連帯的経済の研究者ネ yトワークの発行している電子雑誌“OtraEconomia"では、
Pedro Senmの‘Haciaun cliseno disciplinm inclusion; Poles sociales clel diseno indust:rial巴nArgentina' なとデザイン分野の実
践カf報告されている。www.riless.org/o甘aeconomia/senm4.pdf
68) I包摂的デザインに向けて :アルゼンチンにおけるインダストリアルデザインの社会的役割 ‘Haciaun diseno cliscipli-
nm inclusivo:Roles sociales del diseno lndustrial en Argentina' J 、「社会関係資本の開発のためのデザインとイノベーシヨ
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ン・ブエノスアイレス州諸島工芸協同組合 ・マノス ・デル ・デルタの事例‘Disenoe innovacion p加ael desarolo del cap-
ital social El caso Manos del Delta.Cooperativa 仇 Artesanoslslenos.Bs.As.Arg巴ntina'J RILESS“Otra Economia" 
http://www .riless.org/otl'aeconomia 
69) htp://www.inti.gob.ar/prodis巴noh巴d_o.htm
70) ‘Una vision J出 ospectivade exp印刷ciade transferenciade di回目oen la universidad enfrontada al crisis巴conomicay social en 
A_rgen凶 a(アルゼンチンにおける経済的社会的危機に挑戦した大学におけるデザイ ントランスフ 7ーの経験の回顧的ビ
ジョン)'htp://www.investigacionaccion.com.ar/site/articulos/una_ visionpdf_1113535003.pdf 
71) La Gestion Del Diseno En Argentina http://www.slideshare.net!forocolombianod巴disen o/1a -ges ti0 n -del-d is巴o-en-argentma-
435670 
72)同上
73)佐々木羽i幸 [2001. 2009J p.216o 
74)デザイン史家の柏木博は、「そして、第二次大戦後のデザインは、社会変革の意志をもった近代のプロジェクトとし
てと いうよりは、市場をいかに獲得するかということが目的となっていった。」 ことを指摘している ([1998Jrデザイ
ンの20世紀JNHKブックスp5)。また、小野二郎 [2011Jrウィ リアム モリス ラデイカル ・デザインの思想J(p.2l) 
でも 、第二次世界大戦後の円本において、モリスへの関心がぐっと低くなったことが指摘されている。
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